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Ｉ　はじめに
コアからトップダウン的に領域固有性へと理論
構築する多重なシティズンシップに関する議論と
して，デランティ(Delanty,G.) (2004)は，シティ
ズンシップの構成要素を権利，責任，参加，アイ
デンティティと見なし，それらの構成要素と民主
主義の多様な次元から折り合いを付け
，サブナショ
ナル，ナショナル，トランスナショナルの各統治レベルからシティズンシップをみる意義について
論じている
。パターソン（Ｐｅtｅrsｏｎ,Ａ.）（2010）ｏ
は
，領域固有性に関する議論は二の次にして，そ
れら全てに共通するシティズンシップのコアとなる市民像を，知識のある批判的技能を持った市民
(informed, critical citizen),民主主義的な市民
(democratic citizen),道徳的資質を持った市民(moral citizen),多様性に気付ける市民(citizen
with飢awareness of diversity),公共善/公益を誓
える市民(citizen who are committed to theｃｏｎｎｏｎｇｏｄ）の５つを提案している。我が国の
見解としては
，水山（2008）が，イギリスの教科
シティズンシップの３柱（社会的道徳的責任・地域社会への関わり・政治的リテラシー）を説明し，
グロ
バールシティズンシップ（ＧＣと表記）とナ
ショナルシティズンシップ（ＮＣと表記）との接点を見いだし融合を図り，多重なシティズシップ
教育の必要性を論じている
。小原（2008）は，社
会科で育成する市民的資質を匚ユニバー サル・シティズンシップ」と捉え，普遍的「市民知」とし
ての
匚民主主義」匚平和」厂リテラシー」匚社会参
加・参画」などが内容編成の鍵になると論じてい
る
。これらの見解は，欧米とアジアといった文化・
社会的な差異を乗り越え
，シティズンシップや社
会科の公民的資質について議論していく基礎と成
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り得る。
領域固有性に関わる主な議論として
，二井
(2008)は
，束アジア社会科サミットを通して，
公教育としてＮＣ育成が各々の社会科教育の主軸
になり
，国家相互には歴史認識や領土や資源など
の争いがあることを取り上げながら
，多重なシティ
ズンシップの可能性について論じている
。中村
(2008)は
，束アジア地域の社会科及びその関連
教科において国際関係のグロ
バール化と国内のナ
ショナルリズム的傾向に対応したカリキュラム編
成が共通の課題となり
，グローバルとナショナル
との関連付けを具体的に検討する必要性を論じて
いる
。これらのボトムアップ的な見解には，様々
な歴史や文化
，政治・経済的な社会背景を持つ各
社会レベルの領域固有性から
，どのようにコアヘ
繋げるべきかといった課題が潜んでいる
。また，
各社会レベルでのシティズンシップの領域固有性
によって
，コア内の基礎要素との関係性が全て異
なる
。ここに，コアと領域固有性の双方から論理
的に整理しながら検討を進める意義が見いだされ
る
。ただ，情報化やグローバル化によって，我々
の日常生活における地域住民としての意識は薄れ
，
個別の生活場面が増え
，各社会レベルでのバラン
スのよいシティズンシップというよりも
，状況に
応じて多様に変化する希薄なシティズンシップ
・
モザイクともいうべき現況にあるかもしれない
。
そうした中で
，最終的に個人の生活に影響力や規
定力を発揮しやすいＮＣ育成は
，そのようなコア
と領域固有性の両視点を通じて慎重に検討してい
く必要がある。
本稿は
，そのような意義をもつＮＣ育成に焦点
を当て
，とくにシンガポールの中学校低学年地理
科シラバスを吟味する。シンガポール政府による
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シティズンシップ像は鮮明なＮＣである
。池田
（2007）によると
，①自国の文化・歴史を理解し，
国民としての同胞意識を持ち
，②憲法や議会制度，
多民族主義などの統治原理を遵守して
，建設的に
政治参加を行い
，③グローバルな視野や冒険心，
創造精神を持ちながら
，自国への愛着を強く抱い
た市民
，の３点から説明され，その基底には匚国
家」「国民」があり，匚市民」と匚国民」は結び付
けられている
。本稿は，それが教育を通してどの
ように意図されているのか
，追究していく。
方法と手順は
，次のとおりである。
我が国の先行研究と
，シンガポール教育局資料
（ＭＯＥと表記）2）に基づき
，①社会的背景・教育
政策
・中学校カリキュラムの構造を把握し，②中
学校低学年地理科シラバス2000年版と2006年版
（2000年版と2006年版と表記）の動向を比較
・分
析し3）
，③地理科シラバスの構造性や系統性にお
けるＮＣ育成について検討していく
。
シンガポ
ルーの地理科に関する我が国の先行研
究は少ない
。主に，井田(2004)は, 2000年版小
学校社会科や中学校低学年地理科などについて
，
国立教育政策研究所（2007）は
，それら2006年版
の構成や特徴を紹介している
。これらから，地理
教育としての議論を深めることも本稿の課題の
一
つとなる
。他に，東南アジアの社会系教科を取り
上げた先行研究には
，村山(1998)によるマレー
シアにおける社会系教科の動向
，ナスティオン
(2006)のインドネシア社会科歴史学習などの分
析・考察がわずかにみられ，ナショナル・アイデ
ンティティが検討され
，科学的社会認識の弱化な
どの恐れが指摘されている
。これらの国々におい
ては
，国民統合のための教育としてＮＣ育成が強
められ
，そのための政策に応じた教科構造や内容
を持って国家への帰属意識が高められている
。ま
た
，シンガポール教育は，日本をモデルとする
匚東アジア型教育
」の特徴Ｏを持つが，日本社会
科教育学会国際交流委員会編（2008）における中
国
・韓国・台湾の各研究者の見解をみると，概ね
グロ
バール化の進展や国政の事情によってＮＣ育
成は温存され
，あるいは強調される傾向にある。
ただし
，並行して科学的社会認識や民主主義など
が尊重され，社会系教科の内容へ反映されつつあ
るとも報告されている。
以上のように
，シンガポールを含め，東南アジ
ア・東アジア諸国の社会系教科におけるＮＣ育成
は
，二井（2008）の指摘にもあるように，近年重
視されている
。その背景には欧米や中国がもたら
すグローバル化の波への反動が窺える。
Ｈ　教育政策とＮＣ育成
１　社会的背景と教育政策
シンガポ
ルーは小島国(707.1km)であり，華
人（約75％）
，マレー人（約14%),インド人（約
９％）などの多民族によって構成され，人口約
500万人（そのうち国民・市民権保有者は約370万
人, 2009年人口調査より）の都市国家である（外
務省の2009年12月デ
ターによる）‰公用語はマ
レ
語ー，中国語，タミル語，英語で行政語は英語
である。宗教は多彩で仏教，回教，キリスト教，
道教
，ヒンズー教などがみられ，歴史的には1965
年にマレ
シーアから独立している。杉本（2007）
によれば，2000年代の教育政策の基点, TSLM
（Ｔｈｉｎｋｉｎｇ School, Learning Nation)は, 1997年
にゴ
・ーチョクトン首相が打ち出した教育ビジョ
ン「‾我々の未来の形成
：思考する学校，学習する
国家」のことで, 2000年版教育カリキュラム全般
の教育思想に影響を与え
，国民に対しての生き残
りと先進性の維持をかけた戦略がその社会的背景
に存在している
。 ＴＳＬＮに関わる教育報告では，
匚能力志向の教育
」「‾創造的・批判的思考」「‾学校
優秀化モデル」匚国民教育」などの重点が示され
た
。その後, 2003年に匚革新と先取」が求められ，
続く2005年のＴＬＬＭ（Ｔｅａｃｈ Less, Learn More)
は
，リー・シェンロン首相就任演説(2004)が起
源となり
，サルマン・シャンムガラタム教育大臣
の新たな方向として匚教え過ぎず，学ぶを促す」
が示された
。その勧告項目には，匚なぜ，教える
のかを考える
」匚教えたことを振りかえる」匚教え
方を再考する
」などが見られる。 ＴＬＬＭの意義は，
ＴＳＬＮの目指す制度的
・構造的改革の中心に学習
者の学習の質を改善することによって，改革を根
底から推進しようとする点にある
。中村（2009）
は
，シンガポール政府が自治権獲得以来，教育を
経済開発や国民統合の手段と位置付け，子どもた
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ちに優先して伝えられるべき価値を国家への忠誠
や国民としての連帯意識とする点
，シンガポール
の普遍的な考え方が多民族多文化主義と実利実力
主義である点
，国勢の国外への依存性や弱い排外
性そして高学歴者の国外流出問題などの点から
，
多民族多文化社会における共生
・共存を国家的課
題としたシンガポ
ルーの国民統合としての教育の
役割について説明している
。したがって，独立の
歴史や多民族多文化社会などの社会的背景によっ
て
，シンガポール教育の基幹には，国民統合のた
めの役割かおる
。その上で未来に国家の生き残り
をかけ, TSLNからＴＬＭへと続く教育政策が推し進められ，その中でＮＣ育成が求められている。
２　ＮＣ育成と多重なシティズンシップ
池田（2007）によれば
，シンガポールのシティ
ズンシップ育成に関わる主な教科
・領域教育には，
公民道徳
，国民教育，人格形成プログラム6）が
ある
。その中で国民教育は愛国心教育であり，コ
ミュニティ奉仕活動や国家行事への参加など多様
な活動が行われる
。目標は①シンガポール人意識
と愛国心
，②シンガポール史，とくに独立前後の
現代史
，③無資源・小国という絶対的な制約と脆
弱性
，その克服のための努力，④実力主義，多民
族の平等などの価値の４つが強調され，中村
(2009)の説明にもあるように
，公民道徳はもと
より
，社会科，歴史科，地理科などの教科にも幅
広く取り入れられている
。それら４つの強調点は，
ＮＣの要素として捉えられ
，中学校低学年地理科
では
，とくに現代社会を反映する③に重きが置か
れている
。冒頭のコアからみると，知識のある，
批判的技能を持った市民や
，公共善/公益を誓え
る市民に結びつき
，さらに，ローカルシティズン
シップ（ＬＣと表記）やＧＣからみると
，地域や
世界に関する知識を持って
，批判的技能を持った
市民や
，地域的・世界的な持続発展に寄与する市
民などの多重なシティズンシップヘと繋がる
。た
だし
，ＬＣについては，シンガポールが都市国家
であり
，多民族多文化社会であるために，ローカ
ルを地理的規模や社会集団から明確に捉えきれな
い
。例えば，ミクロな地理的規模からみると，中
国系，マレー系，インド系などの各民族が集中し
-
ている地区と
，政府の政策によって新しい高層集
合住宅に複数の民族が集まって暮らしている地区
とがあり
，共通項から見取ることは難し。前者
には
，伝統的な民族文化が依拠するシティズンシッ
プが根付き
，後者には，政府が望むＮＣのコミュ
ニティ版としての性格が強く反映され
，人工的な
新たなシティズンシップが育まれてきているから
である
。他方で，小学校社会科シラバスの構成原
理の
一つが環境拡大アプローチ（後述）をとり，
ＬＣに関わる多民族多文化社会の題材が主に小学
校低学年から中学年にかけて扱われているが
，中
学校低学年地理科の段階では単元レベルでＬＣに
関わる題材がとくに取り上げられていない
。そこ
で本稿では
，コアおよび多重なシティズンシップ
を念頭に置き，ＮＣを中心にＧＣを含めて議論を
進めていく。
３　中学校カリキュラムにおけるＮＣ育成と地理
ＭＯＥによれば
，中学校は一般的に低学年（２
年間）と高学年（２年間）の段階となるが
，中高
一貫の特別独立校や統合プログラム校，一般的な
学校の特別
・急行コースと普通コースでの各学年
の成績などによって柔軟に学校のタイプや
コース
が変更できる
。 2006年版下での中学校カリキュラ
ムの構造は
，中心領域にライフ・スキル（課外活
動
，社会奉仕活動，公民道徳，パストラルケアと
キャリアガイダンス
，国民教育，野外活動）があ
る
。その外に，知識活用力を育成するプヨジェク
トワ
クー7）を挟んで，３系統（言語系，人文・
芸術系
，数学・科学系）の教科領域が位置付けら
れている
。地理科は，歴史科，英文学，ビジュア
ル芸術
，音楽などの教科とともに人文・芸術系統
の中の
一教科として位置付けられている。ただし，
中学校低学年の特別
・急行・普通（探究）の各コー
スには
，地理科と歴史科が課せられるが，普通
（技術）には
，地理科と歴史科は課せられず，社
会科が課せられる
。別に, 2006年版下での小学校
カリキュラム（６年間）の構造は
，中心領域にラ
イフ・スキル課外活動，公民道徳，パストラル
ケアとキャリアガイダンス
，国民教育，野外活動，
保健）がある
。その外に，中学校と同じく，知識
活用力を育成するプヨジェクトワークを挟んで，
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３系統（言語系
，人文・芸術系，数学・科学系）
の教科領域が位置付けられ
，地理科や歴史科は存
在せず
，社会科が人文・芸術系統の中の一教科と
して位置付けられている
。このように小中学校の
カリキュラムは似通った構造性を持つ
。ＮＣに関
係深い国民教育や公民道徳は
，小中学校のカリキュ
ラムの中心領域ライフスキルの中に同様に位置付
けられ
，その系統性は窺える。学校低学年地理
科は小学校社会科の基礎の上に成り立っているが
，
地理に関する明確な系統性を持つものではない。
Ⅲ　地理科シラバスの方針１　導入と原理
2000年版では
，教育思想としてのＴＳＬＮが背景
にあり
，①1995年版からの匚自然と人間との関係」
の継承と
，教えることと学ぶことの思考技能，情
報工学
，国民教育による国民統合，②単元数力所
で組み込まれたシンガポ
ルーの事例学習による国
民教育の国家戦略的意義
，③シラバスの順次性や，
今日の問題や出来事を組み入れる必要性
，④学習
成果の目標化による指導の構造化などが示された
。
2006年版では, 2003年に検討された
，高学年地理
科の基礎として不可欠な地理の知識・技能・価値，
教育省による改革と創業精神
，思考技能，情報工
学
，国民教育，経済的教養力，財務的教養力など
の新しい試みの統合が示された。大局的には，
2000年版から2006年版への変化は, TSLNを起点
にＴＬＭへ繋がり
，国家教育政策としての意
味合いがより具体的に絞り込まれてきているが
，
両年版の目標や目的は概ね同様である
。 2006年版
の内容は次のとおりである。r"""""｀""^'゛"""""""""""""""""""""'｀ ^゜“ """"""""'-gd--
|■中学校低学年地理科シラバスは
，生徒に知識と技能を育成
|し
，積極的な価値や態度を教え込ませるものである。
|■目標：○地理に生徒の興味を抱かせること。○自然と人間｜＆　--邏丿　　　　　畆･･･-･　　・　・との関係について総体的な理解を提供すること。○地理的な知識の獲得，伝達，適用に関する基礎的な技能を育成するこ
と
。○環境の質や人類の住まいの未来についての情報に基づ
く気づかいを発展させる。それによって生徒に地球や人々へのヶアのための責任感を高めさせる。
圜目的
：
＜知識＞○地理的概念，用語，事実，０自然的人文的環境のi構成要素、０自然的人文的現象の空間的パタ ンー、０ロ カー
:tl,　 ４ヽ　･_.l　あii＿　.､φ､li~』.､｝t･?らlthみ£.i」--4£.n冐かﾀﾞsル，リージョナル，グローバルにおける自然的人文的関係。
＜技能＞○環境の自然的人文的特徴を確認し分類する
。
○一次二次の両方の源から地理情報観察，収集，記録する。
iＯ地図，表，グラフ，写真，野外調査デ ターを解釈する．○|-，.-●&j･●　-●●...㎜aa■－　　－　－論理的手法で情報を組織化し発表する。
＜価値・態度＞○ローカル
，リージョナル，グローバル・ス
ケールにおける環境の質のための正しい認識と責任感。○異
汝 る人文環境における人々への思いやり．○シンガポール（
峨 略上の脆弱性と制約，それらの克服のために用いられる戦|
灘 についての知．○シンガポールの未来における生き残りが
雁 信への衝動．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
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目標では
，ＧＣに繋がる持続発展や人々の共存
共生や平和のために寄与する市民育成の意図が窺
える
。目的＜知識＞では，多重なシティズンシッ
プに関わる３つの地理的規模が示されている
。目
的＜価値・態度＞でもその３つが示され，コアと
なる
，知識のある批判的技能を持った市民や，公
共善/公益を誓える市民に繋がり
，多重なシティ
ズンシップの育成が求められ
，その中でとくに
ＮＣの要素となる匚制約と脆弱性
，その克服のた
めの努力」が強調されている。
２　授業時数と計画
授業時数は
，2000年版では学年ごとであったが，
2006年版では
，授業計画に柔軟に応じられる２年
間を通じたものに変更された
。そのためか, 2000
年版では野外調査の時間の裁量に関する指示が見
られたが, 2006年版ではその部分が削除されてい
る
。授業計画の枠組み , 2000年版においてはと
くにシンガポ
ルーの事例学習が組み込まれ始め，
2006年版では１年次に自然環境
，２年次に人文環
境とその環境変化への対応に焦点が当てられ
，人々
と環境との関係からテ
マーが編成されている。
また2006年版では次の指示が加わっている。---一一 -一 ---~---一一 ---
j学 習 や 例 示 は，
･----一 -一一 -≒---一一 -----一 -
明 確 に 自 然 と人 間 -一一一-----一一-の関 係 を
重要な概念と価値を例証するために用いられる。の新しい取り組みや計画の実行のためとなる。今出来事は，主題の重要性やおもしろさを生かし，ようにする授業に組み込まれるべきである。
圖地図帳技能
，読図技能，写真解釈などの地理的
は本シラバスで重要視され，高学年地理への準備理 的 知 識 の 供 給 先 を 見 つ け分 析 し 伝達 し 適 用 す る
は， 本 シ ラ バ ス を 通 し て 統 合 さ れて い る。
---一一 99~--一一-----一一---一一 ---一 ---≒-一一 -一一一 ---一一 ---一一-----一一 --一一一一
事例学習や例示の役割として
，概念だけではな
く
，価値付けのために用いられることが示され，
それとＮＣやＧＣ育成との関わりが窺える
。また
地理的技能の重視されていることがわかる。
３　指導と評価
指導方法では
，両年版ともに補助教材，活動的
学習（ロ
ループレイやGISほか）やグループ学
習
，野外調査などが示されているが,
 2006年版で
は端的な指示に変わってきている。評価方法では，
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TＬＭを反映する2006年版で評価目標や評価基準
が細かく整理され
，定期テストでの応用問題の配
点比率が高まり
，思考力が重視され，評価の意義
が高まっている。詳細は次のとおりである。
"""
－""--d一一一""""""""""""" ｀""｀ ""－""'^゛“ """－""""l
学習指導上， 不可 欠であ り， 教科 におけ る生 徒 の遂｜
1-４１' ／ 力･'ヽ．,７Ｊ．-･．． １･｀．Ｊ' ノ.や冫 一J-~ ,■* 1　Xきら3137φ-:
系性が持たせられてきている。
２　内容の分析
ＭＯＥ本文から両年版のシラバス内容の特徴や
変化について
，ＮＣとＧＣに関わる次の９つの視
点から分析を進める。
①単元最後に事例学習が指示されている単元8）
。
②シンガポ
ルーの事例や例証が見取れ 。
③シンガポール以外のアジア・アフリカ地域の事
例や例証が見取れる単元。
④アジア・アフリカ以外の世界諸地域の事例や例
証が見取れる単元Ｏ
⑤ＮＣに繋がる国家的課題に関わる内容
。
⑥ＧＣに繋がる地球的課題に関わる内容
。
⑦地図の活用などの具体的作業技能（作業技能と
表記）。
⑧地理的認識の探究過程（探究過程と表記）。
⑨価値判断過程。
①②⑤はシンガポ
ルーを事例や例証とする方法
とＮＣ育成との関連をみるために
，①③④⑥はシ
ンガポ
ルー以外の世界の国々を事例や例証とする
方法とＧＣ育成との関連をみるために設定した
。
⑦⑧⑨は吉田（2010）の地理的技能を参考に9）
，
ＴＳＬＮやＴＬＭが強調する思考技能や作業技能
，
そして態度形成やシティズンシップ育成との関わ
りをみるために設定した。次に，第１図の内容の
まとまりごとにみていく。
〈１〉「導入部」:2000年版「Ｉ」では地理の基
礎と国民教育のための地理の重要性が, 2006年版冂」では地理の基礎の他に新たに野外調査の重
要性などが示されている
。 2000年版と2006年版の
「‾Ｈ
」では，自然と人文の基礎が示され, 2006年
版では
，2000年版の地形図・読図の指示に新たに
地図帳と写真に関する指示が加わり, TLLMを背
景に作業技能が強調されている
。また2006年版
匚Ｈ」では授業時数の増加が際立ち
，作業技能の
強調を裏付けている。
〈２〉「自然
」:2006年版匚Ⅲ」では内容項目⑥
⑦⑧⑨において概ね
，シンガポールの事例学習や
2000版では見られなかった
，調べる，分類する，
評価するなどの探究過程や地図や機器の作業技能が明確に示されている。価値態度項目では危機感，
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|積極的な態度の性格を育成する手助けとなる。|圜評価目標
|①目標1:＜知識＞地理的概念，過程，相互作用の事実に基づ個知識を適切に説明する。
|②目標2:＜批判的な理解と解釈＞概念や用語，学んだ事柄を
|選択
，編成，適用する。
|③目標3:＜地理データの解釈・評価＞地理データ（数値，図
表
，絵，グラフ）から適切な情報を理解し導き出す。地理デー
タを解釈するための地理的な知識と理解を活用し適用させる。
地理データの傾向を把握し関係性を推測する。■評価基準：生徒か異なる認識スキルで評価されることを保
証する。重みは次のような評価目標によって与えられる。
目標1十目標2（50％）目標2十目標3 (50%)→合計100％■学期末評価はマルチ選択問題，地図技能，基礎技能，
問題といった項目を包括している。これら項目は中身の知識|と同様に過程やスキルも評価する。口頭発表，ポートフォデリオ，野外調査の宿題のような方法への評価は形成的な評価|
の部分として含まれる。形成的な評価は学期末評価と同様に|重要であり，学習の進歩のための発達ツールとしての役割を|
l果たすからである
。
i■評価フォマット：特別・急行と普通コースのために推奨さ
洫る評価フォーマットは次のとおりである
．　　　　　　　｜
泄 分 項目　　　　 問題数　解答数　 ％　　　　　　　　 ｜
IA　　 マルチ選択　　15　　　15　　　15 1
1B　　 地図技能　　　15　　　15 (15)　　　　　 ｜
｜　　　基礎技能　　　10　　　10　　計25　　　　　　　　　1
1C・　 応用問題　　　6　　　4　　　60 1
j＊特別・急行コースは大問１つに最大５つの設問。　　　　 Ｉ
ｊ　普通（探究）コースは大問１つに最大６つの設問。　　　
i&..._..............._...._._............._........................._._...._._.................._...|
と くに価 値・態 度 に関 わ る側面 は見取 れず， 指
導 と評価 におけ るＮＣ や ＧＣ は意 図さ れて いない．
Ⅳ　地理科シラバスの内容１　内容項目と授業時数
両年版は共に
，題目，内容，学習成果，主要概
念
，価値態度からなる。年版の移り変わりは第１
図より
，〈１〉「導入部」，〈２〉「自然」。
〈３〉「人文」，〈４〉「変化」の内容のまとま
りから考えられる
。 2006年版では，匚導入部」厂自
然
」の時数が増え，厂人文」は減り，テーマ項目
数は８項目から５項目へ
，内容項目数でも導入項
目も含め
，24項目から19項目へと減ったが，授業
時数の総枠は微増となり
，学習活動の重視ととも
に内容が整理された
。大局的には，2000年版の第
２学年の内容が再編成され
，また第１学年の一部
に用いられていた匚景観
」と付く項目が，２年間
を
一貫する，地理的基本概念として幅が広く多く
用いられている厂環境」に代わり，内容構成に体
生き残り，自然遺産への誇りや責任などの語句が
列挙されている。ここでは，内容項目における探
究過程を通じて作業技能，そして自然科学的な認
識を養わせ， その上で態度形成に繋がるＮＣが求
められている。また2000年版 匚Ⅲ」 に比べて授業
時数が増加し， １・ ２年次における学習内容の配
列（自然と人文）のバランスや，小学校社会科で
の自然地理的内容の減少がその要因として窺える。
〈３〉「人文」:2006 年版 匚IV」では人口，居住，
農業，移動と通信といった系統地理的に整理され
た上で， シンガポールの事例学習が顕著に組み込
まれ，ＮＣ育成に繋がっている。 ⑩で比較する，
地図でパターンを記述するなど，⑥で比較する，
地図で説明する，調べるなど，⑩で調べる，地図
で説明するなど，それぞれ探究過程や作業技能が
厚く示されている。価値態度項目では自立，生き
残り，競争心などの語句が列挙され，学習内容に
おいても国家的課題が取り上げられている。ここ
では，国家的課題を探究過程を通じて作業技能を
養わせ，また国家の事例学習によって例証しなが
ら社会科学的な認識を養わせることによって，
ＮＣが必然的に求められている。
〈４〉「変化」:2000 年版 匚Ⅵ・Ⅶ・瑁」では概
ね，地球環境問題，汚染，ごみ，資源，環境保護
学年
2000年版のテーマ(Ｉ～瑁) 時
数* 〈１〉「導入部」
－　　　　　　 －
と内容項目(①～⑩) 特徴
１Ｉ地理とは何か
・地理の概要
①人類の家，母なる地球
Ｎ
Ｇ １
－　　　　　 －
〈1 〉
之　　　　　　　 －
皿景観
②景観：自然と人文
③地図を通した景観
◆口☆
☆
４
６
●､、 〈２〉「自然」
｀｀ へ
＼
＼ ●
●
｀｀
｀｀
｀ヽ ､
こ3 〉「人文」
ﾚ
ヽ､、
Ⅲ自然景観の構成　・導入
④気象と気候
⑤植生
⑥水
⑦岩石と土地形成
◆
口◇
口
７
６
７
７
IV人文景観の構成　・導入
⑧人口と定住
⑨食糧生産
◆NG ９
７
２ Ｖ変化する地表上の人間の
役割一肯定的な影響・導入
⑩土地の埋め立て
⑩耕作可能な土地づくり
⑩結節と移動の増加
G
◆N ９
５
３
－　　　　　　　 －
●､ 、 〈4 〉「変化」
⊃
〉 ・
///　//
////　///
●’　　/
/ 〈4 〉
/
///・
Ⅵ変化する地表上の人間の
役割一否定的な影響
⑩地球の病気の原因と徴候
⑩汚染とごみ処理問題
⑩地球環境の変化
G★
口G ★
G★
３
７
７
Ⅶ資源　・導入
⑩資源の種類
⑥技術と資源利用の変化
N
◆N★
３
７
Ⅵ11私たちの生きる地球
⑩資源の保護
⑩地理的な洞察力
◆NG ９
１
2006年版のテーマ(Ｉ～Ｖ) 時
数*と内容項目(①～⑩) 特徴
Ｉ地理とは何か
①地理の概要
②人類の家，地球 Ｇ
１
２
Ｈ環境への理解
③自然的人文的環境
④地図を通した環境
⑤写真を通した環境
**　　　　　△ ☆
☆
３
９
２
Ⅲ自然環境
・導入
⑥地形と岩石
⑦河川
⑧気象と気候
⑨植生
**○ ◆ ◇ △ ☆
－　 －**○ ◇ △ ☆
－　 －**　 　　　△ ☆
○ ◆　 △ ☆
-
１
１２
９
８
９
IV人文的環境
・導入
⑩人口と定住
⑨農業
⑩移動と通信
◆ ◇ ＮＧ△ ☆
**　◆ ◇ Ｎ △ ☆
**○ ◆　 Ｎ △ ☆
-
１
８
８
８
Ｖ環境変化への対応
・導入
⑩土地供給
⑩水資源
⑩汚染
⑩地球温暖化とオ
ソン層の破壊
Ｇ　 ★
**　　　Ｎ　 ☆ ★
**○ ◆ Ｎ　 ☆ ★
-
**○ ◆ Ｎ Ｇ ☆ ★
- Ｇ　 ★
１
８
８
８
８
●:2000 年版 と2006年 版の間の破線の繋がりは主な対応関係 と内容 のまとまり（〈１〉 ～〈４〉）を示す。
＊　年 間授業 時数 の最低（１時間35分， 授業日年間40週）：2000 年版 １学年54, 2 学年54． 2006年版１学年56, 2 学年58。
＊＊ 普通（探究）コースで一 部の内容か省略される単元。?
?
?
：事 例学習 が明確 に指示 されている単元(惷か殳 に対応)。
： シンガ ポールの事 例や例証か見取れる単元。
：ア ジア・ アフリカの事 例や例証か見取れる単元。　口 ：世界 の諸地域 の事 例や例証が見取れる単元。
Ｎ：ＮＣに繋がる国家的課題に関わる内容。　Ｇ:ＧＣに繋がる地球的課題に関わる内容。
△：具体的作業技能( 地図やデータなど，～利用する，描く，記述する，説明するなど)。
☆：地理的認識の探究過程(調べる，対比する，分類する，解釈する，評価する，意見交換するなど)。
★：価値判断過程( 問題を認識する，手段を選ぶ，評価する，正しく判断する，行動するなど)。
第１図　 シンガポール中学校低学年地理シラバスの特徴と変容(MOE より筆者作成)
－46 －
から構成されていたが, 2006 年版 匚ｖ 」では，環
境変化，土地供給，水資源，汚染，地球環境問題
から再構成されてきている。 2000年版で は, GC
とＮｃ 育成 の両面が散在し， とくに 匚Ⅵ」 でGC
と社会問題の解決策や行動などの価値判断過程に
関わる指示が見られる。 2006年版では⑩⑩のよう
に Ｇｃ とＮｃ が二重に求められる部分も見られる
が，⑩⑩⑩⑩⑩のシンガポールの事例学習や多 く
の項目において評価する，正しく判断する，調べ
るなどの探究過程， とくに 厂ｖ」では価値判断過
程が組み込まれ，それらが価値態度項目での社会
的責任，生き残り，実践力などの語句に繋がり，
Ｎｃ の深まりが求められている。
総じて, 2000 版 厂Ｈ」 匚Ⅲ」 と2006 年版 匚ｎ」
匚Ⅲ」 の作業技能や自然的地理的な内容の単元で
は，学習内容の性質上， シティズンシップ育成の
意味合いは薄く，残りの人文地理的な内容と環境
問題に関する単元でその意味合いは厚く出現する。
2000 版では，シラバスの方針 の割に考えさせる指
示が少なく，説明する，示す，理解する，認識す
るなどの語尾が多い。 2006年版は, TLLM による
学習内容の削減や内容の整理 も手伝って，基本的
な地理の備品に関す る指示10）も加 わり，作業技
能や探究過程が多くみられ，それとともにシンガ
ポールの事例学習や価値判断過程を通じて科学性
を高め，Ｎｃ 育成へと繋げようとしている。加え
て ＧＣ育成に関する題材の取り上げが薄くなり，
ＮＣ育成の中核性は一層明確になったといえる。
第 ２表より，ＮＣ育成を掘り下げて みると，匚⑨
植生」では自然環境を， 匚⑩移動と通信」では国
際経済の拠点性に関する国家的課題を探究し， ま
た「‾⑩水資源」では生活基盤のための国家的課題
を， 匚⑩汚染」 ではＮＣ や ＧＣ に関わる課題につ
いて探究過程や価値判断過程を通して考えさせる
単元になっている。これらによる学習成果と価値
態度との関係性は不鮮明であるが，学習成果の状
況から価値態度の理念的なシンボルを通じて，必
然的にＮＣ育成が求められている。
Ｖ　 地理科 シラバスの構造性と系 統性 における
ＮＣ育成
１　 構造性
2006 年版の構造性 は， その背景にＴＬＬＭ の方
針があり，授業時数の総枠は微増しながらも学習
内容が削減・再整理され，匚環境」 の地理的基本
概念を通じた明確な内容構成の基で，作業技能の
育成や，探究過程や価値判断過程が随所に組み込
まれた特徴を持っている。 また，評価の方法・形
式が一層詳細にかつ構造的に示され，定期テスト
の配点の重みにおいて も作業技能となる地図技能
や基礎技能の配点が増し，応用問題の配点の重み
も増してきたことから，我が国でいう地理的見方・
第２表2006 年版シンガポール中学校低学年地理科シラバスの内容項目の詳細（ＭＯＥより筆者作成）
～シンガポールの事例学習が組み込まれた単元～
項目 内容 学習成果 主要 概念 価 値態 度
⑨
植生
●主な 植生 と亜類型 の植生の分類 と特徴 一森林
（熱 帯雨林， 落葉広葉 樹林， 針葉樹林） 一草原
（ サバナ， 温帯草原） 一砂漠（砂漠，ツ ンド ラ）
●気 候と植生 の相互関係●植生と人 間● シンガ
ポールの熱帯 雨林における事例学習
●主な植生 と亜 類型 植生の分類 と特徴を比
較説明す る。 ●地形 図上 の植生 の分類を説
明する。 ●気 候と植生 の関係を調 べる。 ＠
人 々にとって の植生 の利点を討論 する。 ＠
シンガ ポールの熱帯 雨林 の位 置， 特徴と利
用を調べ る。
●植生 ●森林＠
草 原●砂漠●気
候と植生 の関係
＠保 護
＠ 自然 遺産 への注
意 関心・ 調 和＠自
然遺産 への誇り＠
工夫＠ 自然遺産に
対 する責 任
⑩
移動
と通
信
●移動通信の種類●技術発達 の結果 として の輸
送機関と通信手段の発達●移動通信 の発達 によ
る近接性や結節性の影響（ “縮小す る世 界”国
際化） ●移動通信の拠点として のシンガ ポール
の事例学習
●移動通 信の進歩によ って近 接性 や結節性
が どのように向上した のか説明 する。 ●移
動通信の拠点シンガ ポールの発展を調 べる。
●地図上 で移動ネ ット ワークと人 間活動 の
関係を説明す る。
●接近性＠結合
性●縮小する世
界＠国際化ｅ 技
術発達●輸送拠
点ｅ 起業家精神
●競争 心＠ 冒険心
癰優越性●管 理力
＠洞 察力ｅ 実践力
ｅ 生 き残り
⑩
水資
源
●不十 分な水●水需要増加 の理由 ●水需要 増加
への対応 一水価上昇 一水供給の増加 ＜集水地域，
国際協定，技術（真水化，水 の再利用） 一水の
保全（公教育）● シンガ ポール水供 給の事 例学
習
●水利用 制限の理由を説明 する。ｅ 水需要
の増加 に対 する異な る対応 の効果 を評価す
る。 ●水供給の利用制 限を 克服しようとす
るシンガ ポールの対 応を調べる。
＠水利用制限＠
集水地域●国際
協定 ＠技術＠真
水化 ●水の再利
用●弱さｅ 保護
ｅ 協力 ●冒険心＠
洞察力ｅ 管理力 ＠
実践力ｅ 慎重さｅ
工夫 ＠社会的責任
＠生 き残り
⑩
汚染
●汚染 の種類 一大気（塵，煙）一水（石油流出，
下水） 一土地（廃棄物・除草剤） 一騒音 （建設
工 事・自動車）＠汚染 の原因 と広 がり●各段階
（個人， 国家， 世界） の汚染削減 のため の見通
し●シンガポ ールの環境保護 の事 例学習
●汚染を 減らすた めにその原因と広がり と
被害見 通しを調べる。＠ シンガポ ール の環
境保護 への取 り組みを評価する。
ｅ 汚染＠廃棄物 ＠説明責任＠環境
に対 する注意関心
●協力 ＠良 い管理
＠実践力ｅ 社会的
責任
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考え方や地理的技能が強調されてきている
。ただ
し
，米英のような幾つかの主な地理的基本概念に
よってシラバス全体が構成されているわけではな
い
。価値態度面では，シンボル的な語句の列挙に
よってＮＣ育成に結びつけられているが
，それと
科学的な知識と技能を関連付ける具体的な指導の
在り方や評価は明示されていない
。掘り下げると，
国家的課題に関わる学習内容と
，シンガポールの
事例学習や探究過程
・価値判断過程の組み込みに
よって
，必然的にＮＣ育成へと繋がる学習場面が
作り出され
，価値態度が深められる構造となって
いる
。一方で，国民教育や公民道徳などの他の教
育活動においてＮＣ育成が強く意識され
，実際の
地理授業の中では
，科学的な地理的認識の形成の
場面が中心となり
，ＮＣ育成があまり意識されて
いないことも予想される。
２　小学校社会科との系統性
2006年版シンガポ
ルー小学校社会科シラバスの
項目は11）
，ユニット名，項目，内容，概念，知識
目標
，技能目標，態度価値目標と明確に区分され
ている
。また，学校（第１学年）→近隣（第２学
年）→社会（第３学年）→国家（第4, 5, 6学
年）→近隣諸国と世界（第６学年）へと広がる環
境拡大アプロ
チーによるシークエンスがその基本
になっている
。また，匚人々，場所，環境」（地理），
匚時間
，変化，連続」（歴史），「‾アイデンティティ，
文化
，コミュニティ」（社会），匚不足，選択，資
源
」（経済）の４領域の概念モデルに基づく知識目
標と
，匚過程と探究」，匚伝達」・　匚参加」，匚批判
的創造的思考
」の４つの技能目標，そして環境拡
大アプlコーチに応じた社会的事象による態度価値
目標の各々がスコープの基礎になっている。知識
目標（地理）は
，厂児童は，人々 の場所における相
互作用や
，人々と場所や環境との間の関係につい
て理解できるようになる
」と説明されI气地理的
基本概念を用いた思考技能として人々・場所・環
境から捉えて考えさせる観点が示されている
。紙
面の関係上，小学校社会科の詳細な分析は別稿で
論じる。
小中学校のカリキュラムの全体構造は概ね同様
であるが，シラバス構成の枠組みは異なるため，
小学校社会科(地理)と中学校低学年地理科の系統
性は明確に意図されていない
。現地調査によれば，
組織化されない地理的内容の積み重ねスパイラル
・
カリキュラムとして捉えられている13)
。そもそも
中学校低学年地理科シラバスは大枠の意図を示す
ためのものであり
，詳しくその系統性を見取るこ
とには限界がある
。 2006年版の具体的な記述をみ
ると
，学習成果では知識と技能が混在し，価値態
度では
，主要概念と学習成果の状況から関係付け
られるシンボル的な語句の列挙に留まっているか
らである
。ただし，小中学校と続く，水，土地,・
居住
，食糧などの国家的課題に関わる学習テーマ
については
，継続的なＮＣ育成の意図が窺え，中
学校ではそれらの単元の最後にシンガポ
ルーの事
例学習が組み込まれ
，結果的ＮＣ育成に関する
系統性が図られている。
"VI　むすび
本稿は, 2000年版から移行した2006年版の構造
性や系統性においてＮＣ育成が強調されている点
について分析・考察してきた。2006年版は, 2000
年版の理念をより具体化したものであり
，国家的
課題に繋がる学習内容の構成
，単元最後のシンガ
ポ
ルーの事例 や，態度形成に結び付く探究過
程から価値判断過程への組み込み
，そして価値態
度項目での国民教育に関連付くシンボル的な語句
との繋がりなどから
，組織的にＮＣ育成が意図さ
れ
，生徒の愛国心が高められる国民教育としての
地理教育の意味合いが
一層増してきた。また2000
年版に比べて
，世界各地の諸地域の扱いは少なく
なり
，ＧＣ育成に必要な世界認識は薄くなってき
ている
。このような傾向は小学校社会科シラバス
でもみられるため
，それが小中高の社会科・地理
科・歴史科全体における傾向なのか，それとも中
学校高学年以降で補われ
，そこで求められるもの
に移行されたのか
，今後，追究していく必要があ
る
。このような2006年版について，多重なシティ
ズンシップの観点から平坦に眺めると
，知識のあ
る批判的技能を持った市民や
，公共善/公益を誓
える市民がコアとなり
，ＮＣとして，国民教育の
教育目標③匚無資源・小国という絶対的な制約と脆弱性，その克服のための努力」に関わる知識・
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技能・価値態度を持った市民，さらにＧＣとして，
世界に関する知識を持って批判的技能を持った市
民や
，世界的な持続発展に寄与する市民といった
捉え方ができる
。現実的にはＮＣ育成が強調され，
シンガポ
ルー建国以来，人民行動党の長期政権に
よる内政安定を踏まえると
，多重なシティズンシッ
プにおいて批判的技能を持った市民像は
，鮮明に
は読み取れず
，この点が地理科に隕らず，シンガ
ポ
ルー教育の克服すべき課題の一つとなる。他方
で
，指導と評価においてＮＣに関わる指示は見ら
れず
，また単元の学習成果と価値態度の繋がりは
不鮮明であるため
，ＮＣ育成は理念的なものに留
まり
，ＮＣに関わる題材自体が持つ影響力や，そ
の事例としての取り扱い方にＮＣ育成への期待が
向けられている
。一方で，明確な構造性と詳細な
評価方法が示されたため
，授業づくりの実用性が
高まったといえるが
，米英と比較した場合，地理
的基本概念や地理的技能に関する系統性が未だ不
鮮明であり
，ＮＣ育成を強調 シラバスの構成
原理による影響も窺える。
池田（2007）は
，シンガポール政府の理念匚国家
の運命を担う意志と課題に立ち向かう実行力を備
えだ活動的な市民”である］に対して
，国家の
意志が強力な反面
，住民の所属意識や倫理基準は
アジアや世界
，民族や宗教へと無定形に拡散して
おり
，自律的で連帯力のある市民意識はなかなか
生じにくいと指摘している
。この見解から，シン
ガポ
ルーの多民族多文化社会には，伝統的に確か
な‘内なる’‘外なる’ネットワ
クーを所持して
いるとの見方ができる
。また中村（2009）は，シン
ガポ
ルーの住宅開発庁（ＨＤＢ）による高層集合住
宅の供給は
，生活空間の国民社会化，国民化を導
いたと論じている
。つまり，国民統合の政策とし
て, HDB団地内の人工的な多民族の地域コミュ
ニティの形成が進み
，これまでの各民族コミュニ
ティは, HDBによる新たな多文化共生型の地域
コミュニティにおいて人工的なＬＣを生み出して
きている
。間接的にはＮＣのために，民族シティ
ズンシップを再構成した人工的なＬＣ育成との見
方もでき
，そのような小さなコミュニティでの
ＬＣは
，元々世界に繋がっていた民族コミュニティ
が持つＬＣを通じて，ＧＣに繋がっているとの見
方もできる
。したがって，シンガポールの多重な
シティズンシップは
，顕在的なＮＣ育成，ＮＣの
ための人工的なＬＣ育成
，そして伝統的な民族コ
ミュニティがもつLC ・ GC とが重なり合うなど，
多重な構造を持っている
。本稿ではＬＣに関する
議論が十分にできなかったが
，シンガポールの場
合
，教育がＮＣ育成を中心に，多重なシティズン
シップを維持管理する重要な手段となっている
。
課題は
，さらに教科書や中学校高学年地理科・
中学校歴史科
・公民道徳などとの関連性を吟味す
ることである
。またＮＣ育成に繋がるシンガポー
ルの事例学習を
，我が国の新学習指導要領中学校
社会科地理的分野の中核的考察を求める日本の諸
地域学習に対比してみると
，一例として，多様な
国家的課題を中核的考察の課題にし
，事例として
日本各地方を取り上げ
，問題解決的なアプ1コーチ
を通して考えさせ
，ＮＣあるいは公民的資質の育
成に繋げていくことも考えられるＯこのように
，
我が国の地理カリキュラムとの対比から
，多様な
議論を導き出すことも課題となる。
注
１）全国社会科教育学会
・広島大学共催匚グロー バル・
スタンダードに基づくシティズンシップ教育の評価
研究
」（2010年２月17日）でのAndrew Peterson氏の
発表による
。米英とアジアのskillとmoral (values)を
取り上げ
，米英がrationalとｅχplanation,アジアが
cooperativeと nculcationとの見解も得られた
。
2）http://ｗｗｗ.ｍｏｅ.goｖ.sg (2010年８月再確認）
３）両年版中学校低学年地理科シラバスの内容の詳細
は次の学会発表資料を参照
。吉田剛（2010）:シンガ
ポ
ルー地理シラバスの潮流一内容知と方法知の視点
から
。ー社会系教科教育学会研究発表資料。
４）日本
・韓国・中国・台湾・シンガポー ルに次の６
つの共通な特徴がみられる
。①中央集権的統制によ
るトップダウンの教育行政②画
一的平等による競争
の教育③受験教育と学歴主義④大きな学校規模と学
級規模の効率的教育⑤塾と予備校の氾濫⑥テスト対
応の一斉授業。
5）http://ｗｗｗ.mofa･gｏj p/'mofaj/area/singapore/data (2010
年８月再確認）
６）学校評価の項目の
一つで，①国民教育，②コミュ
ニティ参加プログラム
，③パストラルケアとキャリ
アガイダンスの３プログラムで構成され
，①創業精
神
，②市民性，③個人と社会のライフスキルの３つ
が評価モジュ
ルー（池田, 2007)。
7）我が国の総合的な学習の時間に相当する活動。
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８）シラバス付録に次の事例学習が示されている
。⑥
地形と岩石（地形）匚インドネシアの火山のもとでの
暮らしに関する事例学習」：インドネシア火山地帯
における暮らしのメリットとデメリットを評価する
。
⑦河川「ナイル川の事例学習」：ナイル川と人間行
動との間の関係について考察する＊
。⑨植生匚シンガ
ポールの熱帯雨林に関する事例学習」：シンガポー
ルの熱帯雨林の分布
，利用，特徴について調べる。
⑩移動と通信「移動と伝達のハブとしてのシンガポー
ルの事例学習」：移動と伝達のハブとしてのシンガ
ポールの発展について考察する。⑩水資源「シンガ
ポ
ルーの水供給に関する事例学習」：水供給の制約
を乗り越えるシンガポールの対応について考察する＊。
⑩汚染「シンガポールの環境保全に関する事例学習」：シンガポールの環境保全策について評価する＊。（＊
は普通（探究）コースで省略される内容）
９）吉田（2010）は地理的認識の探究過程（「地理的疑問」
匚仮説追究計画」匚調査収集」匚整理把握」厂地図表現
「分析考察」匚まとめ・発表・意見交換・評価コと，
公民的資質の育成過程（厂問題解決）匚価値判断」厂意
思決定」）を示し，具体的作業技能を厂地図・地球儀・
地図帳」匚地理写真」「‾統計図表」匚フィールドワーク」
などを示している。これらから文脈上一部でも関わ
れば対象語句として分析した。
10）次の６つ。①壁地図：シンガポール，マレー半島，
マレーシア，東南アジア，世界，アジア，アフリカ，
ヨーロッパ，北アメリカ，南アメリカ，オーストラ
リアとニュー ジーランド。②地形シートとストリー
ト帳
：シンガポール，７レー半島。③地球儀:40か
60cm起伏地球儀, 40cm行政区分の地球儀。④天気
記録具：スティーブンソンスクリーン，寒暖計，湿
度球計
，雨量計，風向計。⑤サンプル：地形岩石標
本セット，天然資源サンプル。⑥フィールド用具：計測テープ，方位計。
11) 2000, 2006年版小学校社会科シラバスは次の資料
と学会発表資料を参照
。 Ministry of Education,
Singapore　(2000,　2006):　SOCIAL　　STUDIES
SYLLABUS PRIMARY. 吉田剛（2007）:シンガポー
ルにおける初等社会科シラバスの変容。日本社会科教
育学会第57回全国研究大会資料｡
12）歴史匚児童はどのような過去の出来事がどのよう
に変化し
，発展を遂げていったかに関する知識を
獲得するようになる」，経済匚児童は資源の利用につ
いての良識的な選択の重要性を理解するようになる」，
社会「児童は私たちが生活している多文化社会を正しく認識できるようになる」。
13) 2007年度中のシンガポールNIE (National institute ofEducation)地理教育スタッフへの聞き取りによる。
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